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履修登録 操作編大学の授業方法
遠隔授業 編

この動画では、

⼤学の授業⽅法、特に令和５年度より導⼊される遠隔授業について説明します。
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・遠隔

１．授業の実施形態

・対⾯
同時双⽅向型
オンデマンド型

琉球⼤学（通学制）

令和５年度より実施

本学では、各学期の授業を１５回、試験を１回とする学年暦により、授業を実
施しています。

本学は、教室で教員と学⽣が対⾯して講義等を実施する、対⾯授業を前提として
いる通学制の⼤学です。

なお、令和５年度より、各学部・研究科が「対⾯授業に相当する教育効果が得ら
れる」と認めた科⽬は、ビデオ会議システム等を活⽤した遠隔授業を実施します。
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対⾯で実施

⼤学の教室などで教員と学⽣が
対⾯して実施

本学の基本となる対⾯で実施する対⾯授業についてご説明します。

対⾯授業は、⼤学の教室などで教員と学⽣が対⾯して、⾏う授業です。
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遠隔で実施（同時双⽅向型・オンデマンド型）
同時双⽅向型
ビデオ会議システムを活⽤して、決まった
曜⽇時限に授業を実施する⽅法

オンデマンド型

動画配信サービスやwebclass等にアップロード
された講義動画や⾳声ファイル等により学習
する⽅法

次に遠隔で実施する遠隔授業についてご説明します。

遠隔授業、オンライン授業は、ZoomやMicrosoft Teamsなどのビデオ会議シス
テムを活⽤し、決まった曜⽇時限に実施する「同時双⽅向型」と

動画配信サービスやWebclassなどにアップロードされた講義動画や⾳声ファイ
ル、講義資料などを視聴または閲覧し学習する「オンデマンド型」があります。
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対⾯と遠隔の併⽤で実施

対⾯授業 遠隔授業

また、授業科⽬によっては、１５回実施する授業のうち、対⾯授業と遠隔授業を
組み合わせて実施する場合があります。
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２．授業の実施⽅法の確認

シラバス

※実施⽅法についての記載箇所

「授業内容と⽅法」「授業計画」「メッセージ」など

授業を受講する際に、授業がどの⽅法で実施されるかについては、シラバスで確
認することができます。
「授業内容と⽅法」「授業計画」「メッセージ」などに記載されています。

シラバスは、教務情報システムのログインページのシラバス検索から検索するこ
とができます。
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3．卒業要件に算⼊できる遠隔授業は６０単位が上限

卒業に必要な修得すべき単位数（124単位の場合※）
4年次3年次2年次1年次
対⾯対⾯遠隔対⾯遠隔対⾯遠隔

遠隔遠隔遠隔遠隔
60単位

遠隔遠隔・単位互換制度

・⼊学前修得単位認定制度

琉
球
⼤
学

他
⼤
学
等

上限６０単位
（卒業に必要な単位数として参⼊できる上限）

※124単位を超える場合はこの限りではない

上限を超えるため、卒業に必要な単位数として参⼊できない

また、遠隔授業を履修し、単位を修得するにあたり、次の注意があります。

学⽣は、⼊学してから卒業するまでに、何年次・何学期に、どの科⽬を、何単位
を履修するかを計画し、卒業に必要な単位を修得します。
遠隔授業で実施されている授業科⽬の単位で、卒業に必要な単位に算⼊できる数
は６０単位が上限となります。

また、単位互換制度や⼊学前修得単位認定制度により、他⼤学等において遠隔授
業で実施されている授業により単位を修得した場合は、
本学において遠隔授業を履修したとみなされ、６０単位の上限に算⼊されますの
で、履修計画を⽴てる際には、注意が必要です。
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4．「遠隔授業」の確認⽅法

授業時間配当表
ここに〇がついてる科⽬

どの科⽬が遠隔授業に該当するかの確認は、授業時間配当表に記載されています
授業時間配当表は、教務情報ホームページのトップページから、履修する年度の
授業配当表で確認できます。
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令和２〜４年度に実施された遠隔授業の特例措置

令和２年度〜令和４年度に遠隔授業により修得した単位

「感染症や災害の発⽣等の⾮常時における特例的な措置」により、
卒業要件上は対⾯授業として取り扱う。

なお、本学の令和２年度〜令和４年度に、
全ての授業回数または半数以上の授業回数を遠隔授業により実施された授業科⽬
を履修し、修得した単位については、
「感染症や災害の発⽣等の⾮常時における特例的な措置」により、卒業要件上は
対⾯授業として取り扱います。
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５．遠隔授業を受けるにあたって事前準備と注意事項

遠隔授業を受けるにあたって

１．遠隔授業の情報を得るためのツール
及び授業に関する情報
２．遠隔授業で使⽤する学習⽀援ツール
３．遠隔授業を受講する準備
４．遠隔授業に適した情報端末について
５．遠隔授業の受講⽅法
６．注意事項
７．その他

遠隔授業をうけるために、本学で使⽤する学習⽀援ツールの紹介や操作マニュア
ルや、
遠隔授業を受講する事前準備について、教務情報ホームページに掲載しています。

教務情報ホームページのトップ画⾯の「遠隔授業の受講」で、受講にあたり注意
する事項を確認することができます。
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以上で説明を終わります。
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